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１．TICAD V 報告 – 女性の力は、アフリカの輝く未来のための鍵 - 

 

2．課題別支援委員会「開発とジェンダー」を開催しました。（4/22） 

 

３．DAC ジェンダー平等ネットワーク(DAC/GENDERNET)会合 - ポスト

2015 年におけるジェンダー平等と女性のエンパワーメントの取り組み - 

 

４．カンボジア「ジェンダー主流化プロジェクトフェーズ 2」本邦研修開催 

 
 
 
１．TICAD V 報告 – 女性の力は、アフリカの輝く未来のための鍵 - 

 

6 月 1 日から 3 日にかけて横浜で開催された第 5 回アフリカ開発会議（TICAD 

V）では、『横浜宣言 2013』および『横浜行動計画 2013-2017』が      

採択されました。このなかでは、向こう 5 年間のアフリカ開発の方向性として、

「強固で持続的な経済成長」「包摂的で強靭な社会開発」「平和と安定」の    

3 本柱のもと、（1）民間セクター主導の成長、（2）成長基盤整備の加速化、   

（3）農業従事者のエンパワーメント、（4）持続可能かつ強靭な成長の促進、  

（ 5 ） 万 人 が 成 長 の 恩 恵 を 受 け る 社 会 開 発 、（ 6 ） 平 和 と 安 定 、          

グッドガバナンスの定着の 6 つの戦略的取り組み課題が掲げられています。  

そして、これら課題のあらゆる局面において共通して一層重視すべき包括指針の

一つとして「開発における女性の主流化」が明確に打ち出されました。 

安倍首相は、開会式のオープニングスピーチで、アフリカ支援において日本が

重点を置く分野として、インフラ整備、産業人材、保健、農業を打ち出す中、   

「アフリカの女性を強くせずして、アフリカの農業は強くならず、アフリカの  

農業を強くせずして、アフリカは、堅固になりません。」と語り、女性を     

活かすことが、アフリカの成長のためには不可欠であることを強調しました。 



また、会議 2 日目に UNDP のヘレン・クラーク総裁が議長となり開催された

テーマ別会合「ジェンダー平等と女性のエンパワーメントを通じたアフリカ  

開発の推進」では、アフリカ各国代表、国際機関、各国援助機関などが出席し、

女性の経済的エンパワーメント、政治・意思決定プロセスへの女性参加、    

母子保健や HIV/AIDS など女性にとって重要な保健課題などについて、    

広く意見交換がなされました。 

同会合に出席した横浜市の林文子市長は、5 月 31 日に外務省、経済産業省、

JICA と共催で開催したシンポジウム「女性の活躍と経済成長」での議論を   

報告するとともに、「アフリカの開発と発展に女性が大きく貢献するという   

確信のもと、JICA と協力しアフリカの女性起業家を対象とした能力開発に   

取り組む」と発表しました。 

JICA においても、「女性の力はアフリカの輝く未来のための鍵」であることを

再認識し、引き続き、アフリカ女性との強いパートナーシップのもと協力を   

進めていく方針です。 

 

TICADＶ公式サイドイベント外務省・経済産業省・横浜市・JICA 共催     

シンポジウム「女性の活躍と経済成長」についてはこちら 

http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/danjo/ticad5josei/ticad0531re

port.pdf 

 

 

2．課題別支援委員会「開発とジェンダー」を開催しました。（4/22） 

 

JICA では、主要な課題に対して、専門的見地からの助言・協力を頂くため、

外部有識者による課題別支援委員会を設置しています。4 月 22 日に行われた  

課 題 別 支 援 委 員 会 「 開 発 と ジ ェ ン ダ ー 」 で は 、 JICA 事 業 に お け る        

ジェンダー主流化に向けた昨年度の取組みに係る報告と、今年度の重点    

取り組みの共有がなされました。 

委 員 か ら は 、 JICA 職 員 の 赴 任 前 研 修 や 専 門 家 派 遣 研 修 に お い て       

現在行われているジェンダー研修を引き続き実施する必要性に加え、      

より効果的なジェンダー研修のあり方について提案がなされました。また、   

現在実施中のプロジェクト研究「効果的なナショナル・マシーナリー      

支援アプローチ」について、ナショナル・マシーナリーの機能を分析する際の  

視点について貴重な助言をいただきました。 

さらに、今回は 2013 年 3 月に「ネパール国ジェンダー主流化及び     

社 会 的 包 摂 促 進 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 現 地 調 査 に 参 加 い た だ い た         

堀 田 委 員 （ 東 京 大 学 大 学 院 教 授 ） か ら の 調 査 報 告 が 行 わ れ ま し た 。       

堀田委員からは、女性をはじめ多くのステークホルダーの意見を適切に包含した

http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/danjo/ticad5josei/ticad0531report.pdf
http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/danjo/ticad5josei/ticad0531report.pdf


意思決定のアプローチについて説明いただき、他の委員を含めた活発な    

意見交換がありました。 

 

 

3．DAC ジェンダー平等ネットワーク(DAC/GENDERNET)会合 - ポスト

2015 年におけるジェンダー平等と女性のエンパワーメントの取り組み - 

 

5 月 15 日から 17 日までの 3 日間、OECD 加盟 34 か国からの代表と、   

国連等の援助機関のジェンダー担当官が一同に会し、第 11 回 DAC      

ジェンダー平等ネットワーク（DAC/GENDERNET）会合が開催されました。 

会合ではまず、各国や援助機関の現在の支援方針や組織体制、活動計画に   

関する情報共有が行われるとともに、ジェンダー主流化に向けた有効な方策や 

手法についての議論が行われました。情報整備や評価調査の実施を通じて、   

組織内でジェンダー主流化による「成果」を可視化させる取り組みや、     

事業ごとの具体的なジェンダー・アクション・プランやチェックリスト、    

マニュアルなどの策定がジェンダー主流化の取り組みを促進させるにあたって 

有効であることなどが参加者より報告されました。 

ま た 、 本 年 度 の 主 要 な 議 題 は 、 2015 年 以 降 の 開 発 援 助 に お け る       

ジェンダー平等と女性のエンパワーメントに向けた取り組みについて     

協議するものでした。会議の場では、現在の MDG は、ミレニアム宣言に    

盛り込まれている人権や平等の概念を十分に反映するものにはなっていない  

という指摘や、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントにかかる開発課題への

取 り 組 み が 十 分 で は な い と い っ た 声 が 多 数 あ が る と と も に 、         

ポ ス ト MDG に おい て は 、１ ） 初 等教 育 以 降に お ける女 性 の 教育 、       

２）女児及び女性に対する暴力の撲滅、３）性及び生殖にかかる健康と権利、           

４）女性の経済的エンパワーメント、５）女性のリーダーシップ、政治参加、の        

５つの開発課題に取り組んでいくことが必要であるとの認識が共有されました。

また、男女別の統計を積極的に活用し、適切に指標設定に反映させることや、 

「量」のみならず「質」の観点からも成果を問う指標の設定の仕方を      

検討していくことが重要であることなども協議されました。 

GENDERNET ホームページ（英語） 

http://www.oecd.org/dac/gender-development/ 

 

 

http://www.oecd.org/dac/gender-development/


４．カンボジア「ジェンダー主流化プロジェクトフェーズ 2」本邦研修開催 

 カンボジアでは全人口の過半数以上を占める女性が、社会経済復興・開発の  

多くの場面で重要な役割を担うようになった一方で、男性に比べ女性の    

社会経済的地位は低く、女性世帯主世帯の多くが貧困層に属しています。    

ジェンダーに基づく不平等を改善するための取り組みとして JICA は、    

「ジェンダー主流化プロジェクトフェーズ 2」を 2010 年 9 月から     

2015 年まで 5 年の計画で実施し、女性の経済的エンパワーメントを     

促進するための協力を展開しています。5 月 27 日から 6 月 7 日にかけて、   

女性の社会・経済的地位の向上を促進する施策や実践例を学ぶため、      

カ ン ボ ジ ア の 女 性 省 、 農 村 開 発 省 、 商 業 省 、 労 働 職 業 訓 練 省 、          

コンポンチャム州及びコンポンチュナム州の職員計 11 名が来日しました。   

 研修員は、内閣府男女共同参画局や農林水産省、国立女性教育会館、山形県、

岩手県などの農村を訪問し、日本の男女共同参画の政策や、ジェンダー統計、  

農村の女性の経済的エンパワーメントを促進する実例について学びました。  

メディアからも関心が寄せられ、研修の様子は毎日新聞、山形新聞、      

日本農業新聞にも掲載されました。 

 研修の成果は、カンボジアでのジェンダーの視点に立った政策立案や    

現在実施中の農村女性の経済的エンパワーメント促進を目指すパイロット   

プロジェクトに生かされる予定です。 

カンボジア「ジェンダー主流化プロジェクトフェーズ２」 

http://www.jica.go.jp/project/cambodia/011/index.html 

 

国立女性教育会館（5月30日）視察の様子 

http://www.nwec.jp/jp/news/2013/page06.html 

 

さらに詳しく知りたい方は、担当の吉田（Yoshida.Shinichiro@jica.go.jp）まで。 
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注目！ジェンダー関連プロジェクトニュース 
 

ベトナム「人身取引対策ホットラインにかかる体制整備プロジェクト」 

☆最新ニュース６月１１日更新！☆ 

http://www.jica.go.jp/project/vietnam/020/index.html 

 

カンボジア「ジェンダー主流化プロジェクトフェーズ 2」 

☆最新ニュース１２月２１日更新！☆ 

http://www.jica.go.jp/project/cambodia/011/index.html 

 

タイ「人身取引被害者保護・自立支援促進プロジェクト」 

☆最新ニュース６月１１日更新！☆ 

http://www.jica.go.jp/project/thailand/0800136/index.html 

 

ナイジェリア「女性の生活向上のための女性センター活性化支援プロジェクトフェーズ２」 

☆最新ニュース５月２０日更新！☆ 

http://www.jica.go.jp/project/nigeria/003/index.html 

 

ニカラグア「家族とコミュニティのための社会リスク予防・ケア統合行政サービス能力強化プ

ロジェクト」 

☆最新ニュース５月８日更新！☆ 

http://www.jica.go.jp/project/nicaragua/004/index.html 

 

ネパール「ジェンダー主流化及び社会的包摂促進プロジェクト」 

☆最新ニュース１１月３０日更新！☆ 

http://www.jica.go.jp/project/nepal/0800392/index.html 

 

ミャンマー「人身取引被害者自立支援のための能力向上プロジェクト」 

  ☆最新ニュース 5 月 27 日更新！☆ 

http://www.jica.go.jp/project/myanmar/004/index.html 

 

http://www.jica.go.jp/project/vietnam/020/index.html
http://www.jica.go.jp/project/cambodia/011/index.html
http://www.jica.go.jp/project/thailand/0800136/index.html
http://www.jica.go.jp/project/nigeria/003/index.html
http://www.jica.go.jp/project/nicaragua/004/index.html
http://www.jica.go.jp/project/nepal/0800392/index.html
http://www.jica.go.jp/project/myanmar/004/index.html


JICA 経済基盤開発部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 

------------------------------------------------------------------------------ 

※本ＭＬの配信停止を希望の方は、お手数ですが、ジェンダー平等・貧困削減推進室  

支援ユニット：kadaishien-keizai@jica.go.jp までお知らせください。 

※表示の不具合がありましたら、お手数ですが、ジェンダー平等・貧困削減推進室  

支援ユニット：kadaishien-keizai@jica.go.jp までお知らせください。 
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